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フィルムシミュレーションMANUAL

クラシッククローム

 ドキュメンタリー写真集の雰囲気を再現した
 新たなフィルムシミュレーション

Part.2

04
Chap

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
「
濁
っ
た

色
味
で
撮
り
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応

え
、
X
‐
T
1
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
シ
ル
バ
ー

発
売
と
同
時
に
搭
載
さ
れ
た
新
モ
ー
ド

（
フ
ァ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
従
来
の
X
‐
T
1

に
も
対
応
予
定
）。
こ
れ
ま
で
は
「
心
地

良
い
空
気
感
の
表
現
」
を
念
頭
に
画
質

設
計
さ
れ
て
い
た
が
、「
重
厚
」「
渋
さ
」

「
重
さ
」
な
ど
、
荒
廃
を
感
じ
さ
せ
る
雰

囲
気
を
表
現
す
る
と
い
う
、
正
反
対
の

設
計
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。
発
色
は
抑
え
め
。

シ
ャ
ド
ウ
部
も
か
な
り
の
締
ま
り
が
あ
り

メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
。
単
純
に
「
美
し
く
撮

れ
る
」
だ
け
で
は
満
足
が
い
か
な
か
っ
た

人
に
は
待
望
の
モ
ー
ド
。
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
写
真
集
の
よ
う
な
色
味
を
、
モ

ニ
タ
ー
環
境
で
も
完
全
再
現
し
て
い
る
。

得
手
不
得
手
の
差
は
激
し
い
が
、「
表

現
」
を
存
分
に
楽
し
め
る
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
ク
ロ
ー
ム
の

設
計
思
想

シャドウ部を締めることでメリハリ
のある陰影を表現。Velviaもシャドウ
部は締まっているが、ほぼ同程度の
黒締まりだ。加えて発色は抑えめ、
PROVIAなどの記憶色とは異なる方
向の発色傾向で、濁った色味となっ
ている。この「荒廃」した雰囲気はド
キュメンタリー写真集の色に近づけ
たもの。都会的な場所でのスナップ、
ルポルタージュなどの、ドキュメンタ
リー的な写真にまずは使ってみたい。

ドキュメンタリー写真集の
ような世界を再現

POINT : 1

クラシッククロームの渋めの発色に似合う、寂れた風
景、路地裏、古い建造物などは良く似合う被写体。人を
写し込めば「人生」的なものも伝えられる。

「荒廃」に似合う寂れたものを撮る
POINT : 2

シャドウ部の締まりを活かして、ドキュメンタリー番組
的に生物を撮るのもおもしろい。人気の猫なども、哀
愁漂う雰囲気に仕上がる。

生物を撮ってもドキュメンタリー的に
POINT : 3

XF18-135mmF3.5-5.6 R・F4・1/2500・ISO1600・クラシッククローム

※デモ機で撮影。製品版と仕様が異なる場合もあります。


